
ア
メ
リ
カ
に
診
け
る
東
洋
史
學
群
究
の
噺
動
向
（
爾
村
）

、
出
入

ア
メ
リ
カ
に
わ
け
る
東
洋
史
一
學
研
究
の
一
動
向

ギ
ゥ
イ
ッ
ト
フ
オ
ゲ
ル
「
、
中
國
征
服
王
朝
理
論
翻
．
」
そ
の
他

田

村

實

造
．

　
コ
果
洋
的
証
．
會
の
理
論
」
と
か
「
申
國
の
維
濟
と
就
．
會
」
な
ど
の

著
訥
同
を
通
じ
て
轟
伺
名
な
ウ
イ
ツ
ト
フ
オ
ゲ
ル
氏
（
劃
9
拙
》
漕
類
陣
富

h
o
α
Q
ゑ
）
の
、
い
わ
ゆ
る
山
爪
の
理
論
に
よ
る
中
　
図
計
…
會
経
悩
粛
～
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

は
、
わ
が
國
の
東
洋
当
家
の
間
に
は
、
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
数
年
來
伺
氏
は
、
さ
ら
に
征
服
王
朝
に
關
す
る

理
論
的
…
講
成
を
定
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
圓
吏
に
…
封
ず
る
新
見

解
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
野
原
四
郎
氏
が

乱
甲
．
｝
図
研
究
所
報
繍
弟
五
号
に
の
せ
た
〃
ウ
イ
ッ
ト
フ
オ
ゲ
ル
博
士
の
㎜
躍

進
〃
な
る
報
　
告
審
訂
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
色
界
へ
の
、
二

ウ
ス
バ
リ
ユ
ウ
は
あ
ま
り
な
い
が
、
ち
ょ
う
ど
昨
年
末
京
大
人
丈
科

…學

､
究
所
助
教
授
曲
縢
枝
晃
學
士
を
通
じ
て
、
　
コ
ロ
ン
ビ
ア
劇
甚
に
あ

る
同
氏
よ
り
、
二
代
に
点
す
る
研
究
論
文
左
途
っ
て
く
れ
る
よ
う
求

め
ら
れ
允
の
ぞ
、
こ
れ
ま
で
褒
表
し
た
三
四
の
も
の
を
邊
附
し
た
と

こ
ろ
、
　
つ
ぎ
の
よ
う
な
甜
諾
輪
…
・
文
が
争
も
と
に
と
ど
け
ら
れ
た
。

　
（
H
）
国
初
8
男
臼
O
ず
ぎ
。
ω
o
る
葭
o
o
一
〇
受
㌧
炉
費
ρ
（
O
り
虐
－
目
N
9
1
）
鴇

　
　
σ
q
o
づ
竜
車
H
具
8
餌
5
0
鼠
。
⇒
．
　
げ
幽
冥
鼻
柱
　
》
．
　
≦
凶
暮
鴨
。
σ
q
9

　
　
（
℃
屋
℃
二
昌
国
儀
　
津
9
β
　
二
6
・
弓
諺
づ
ω
8
ユ
。
昌
。
。
　
o
馬
　
叶
ゲ
①

　
　
》
茸
巽
幽
畠
昌
勺
ぼ
δ
ω
o
℃
臣
。
算
一
　
加
0
9
魯
ざ
　
く
。
ξ
ヨ
。
ω
ρ

　
　
一
箇
O
）
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（
励
）
　
蓋
置
8
蔓
。
出
　
O
露
昌
。
ω
o
　
Q
Q
o
⇔
團
。
受
u
O
舞
平
内
駿
営
嘱
・

　
ぴ
畷
囚
9
二
二
　
諺
●
♂
く
凶
責
馬
。
α
q
9
薗
昌
α
団
2
茜
　
○
ぼ
㌣
の
び
9
薦

　
（
男
絶
唱
嫡
昌
8
瓢
　
博
。
ヨ
ユ
屡
　
日
H
聾
5
蕗
。
ユ
。
昌
ω
　
o
h
　
叶
ゲ
。

　
渉
茸
。
甑
0
9
昌
娼
ぼ
δ
。
り
。
私
島
o
p
こ
周
の
。
息
象
ざ
く
巳
二
酉
ざ
ω
O
．
）

ち
な
み
に
D
は
そ
の
曜
者
曲
途
代
山
甲
國
瓢
肱
倉
［
皮
　

（
国
幣
の
8
陛
唄
。
愉

　
　
　
　
（

O
M
嵐
コ
O
の
⇔
O
α
O
息
象
ざ
U
定
◎
）
の
総
論
の
は
同
じ
く
》
唱
℃
O
禺
島
拷

ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

く
に
あ
た
る
も
の
。
て
あ
る
。

（もQ

j
　
匝
瑳
げ
賦
o
O
簑
8
貯
昏
。
い
貯
。
、
∪
鴇
⇔
誌
蔓
茸
山
静
㊦

　
O
ぼ
5
霧
Φ
　
国
碁
二
二
p
二
2
μ
　
o
Q
団
ω
8
葺
・
　
げ
℃
　
瞬
国
二
　
》
・

　
≦
答
罵
。
矯
鉱
（
嶺
箒
⊃
同
く
毒
筆
　
H
o
謹
旨
鎗
o
h
》
臨
麟
臨
o
o
◎
ε
良
㊦
ρ

　
＜
o
蜜
茸
Φ
一
ρ
同
昌
5
0
》
H
ゆ
鮮
刈
）

（
戯
）
男
①
凱
α
q
剛
。
β
自
蝋
管
巽
曽
ゴ
。
ピ
写
o
U
団
昌
跨
ω
汁
団
（
O
O
刈
一
貞
H
b
Q
q
）
い

　
げ
虜
囚
聾
ユ
》
・
≦
需
亀
○
α
q
鉱
”
5
山
舅
2
あ
O
ぼ
㌣
ω
ゲ
。
⇒
『
q
・

　
（
男
。
℃
臨
昌
富
幽
津
0
9
⇔
げ
。
男
①
〈
一
〇
宅
。
土
盛
。
鼠
σ
q
駒
。
詳
●
ン
貞
9
ざ

　
お
△
○
。
）

（
α
）
弓
ザ
⑦
O
露
齢
碧
ω
o
ユ
讐
．
ぴ
矯
団
。
旨
α
q
O
三
？
望
ρ
窪
守
q
・

　
（
力
⑦
℃
ユ
9
6
伽
　
讐
。
§
　
｝
o
¢
『
⇔
瀞
一
　
〇
h
　
艸
げ
。
　
》
ヨ
。
ほ
2
昌

　
O
臨
。
曇
9
0
Q
o
o
剛
。
受
”
＜
o
ぎ
ヨ
。
畠
b
冒
嵩
㌦
ζ
鴛
。
ダ
H
り
隠
O
Q
）

　
　
　
ア
メ
リ
カ
に
詣
好
．
Φ
東
洋
史
學
研
究
の
一
動
向
（
潔
村
）

　
な
お
今
夏
、
前
記
重
代
中
國
砒
・
曾
吏
（
ロ
一
ω
8
藁
。
出
わ
ザ
貯
①
。
。
㊦

の
0
9
簿
ざ
　
い
宣
。
・
同
≦
母
。
F
吊
り
お
　
四
六
倍
七
五
二
頁
、
書
誌
お

よ
び
索
引
を
含
む
）
の
ぼ
う
大
な
書
冊
も
入
手
し
え
た
の
で
、
前
流
　

し
た
野
原
氏
の
報
告
と
多
少
重
複
す
る
か
と
も
奮
う
が
、
今
日
の
ご

と
ぐ
毯
界
の
…
二
尊
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
隔
縄
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
わ
が

翠
界
の
現
言
下
ぞ
は
、
　
＝
慈
紹
介
の
義
務
が
あ
る
か
と
も
考
え
ら
れ

る
の
ぞ
．
あ
え
て
筆
を
と
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
な
に
ぶ
ん
に
も

七
〇
〇
頁
に
あ
ま
る
こ
の
大
冊
全
部
－
そ
れ
は
遼
代
の
歴
史
を
、

総
瓢
細
と
・
本
属
十
六
章
（
1
行
政
昂
奮
と
人
口
。
2
牧
畜
と
農
業
。
3

工
業
。
4
交
通
。
5
商
業
。
6
通
貨
と
金
貸
し
。
7
三
唱
機
構
・
血

縁
組
織
・
風
俗
・
傳
統
。
8
勢
家
と
個
人
。
9
寺
院
と
　
催
院
。
1
0
財

政
組
織
。
質
勢
役
。
1
2
災
害
と
凱
陣
蚕
齢
濟
。
1
3
叛
齪
。
甦
政
治
組

織
。
1
5
軍
隊
と
戦
争
。
1
6
遼
代
主
要
事
項
の
年
代
表
）
お
よ
び
附
録

五
章
（
1
色
絵
の
年
代
記
。
2
遼
皇
葡
の
名
言
。
3
度
量
衡
。
4
史

料
・
甑
閥
女
∵
研
究
識
殴
の
解
…
憩
。
5
ヵ
ラ
キ
タ
イ
史
）
に
分
ち
、
索
引

を
A
唱
わ
せ
七
五
二
脚
貝
に
わ
た
っ
て
撫
回
し
た
も
の
ぞ
あ
る
が
一
の

紹
介
は
、
い
た
づ
ら
に
冗
長
に
流
れ
、
ま
た
そ
れ
が
、
遼
代
に
か
ぎ

ら
れ
た
特
殊
研
究
で
あ
る
た
め
、
煩
難
に
な
る
お
そ
れ
も
あ
れ
ば
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圭
，
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ア
メ
リ
カ
に
診
け
る
東
洋
史
撚
研
究
の
剛
動
向
（
缶
村
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
を
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

い
ま
は
省
略
し
て
、
掩
だ
征
服
王
朝
理
論
…
の
展
開
さ
れ
て
い
る
総
論
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

を
主
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。

　
総
論
は
・
第
一
章
　
ピ
冨
。
（
遼
）
一
O
ザ
、
ぎ
昌
（
契
丹
）
一

O
舞
げ
P
団
．
　
第
二
章
陥
遼
朝
の
歴
史
的
地
位
（
｝
然
即
｝
時
的
廼
一
滅
、

二
節
征
服
の
心
癖
、
零
幸
中
事
就
會
粟
の
一
部
と
し
て
の
遼
代
史
、

四
箭
鴇
遼
代
皮
の
一
制
度
的
臨
賢
息
）
。
　
　
第
三
出
早
柿
旧
の
玉
転
閾
征
服
王
朝

に
お
け
る
同
様
な
傾
．
同
（
一
節
金
手
、
二
節
元
朝
、
三
節
清
朝
）
。

麓
が
四
乱
酔
新
た
に
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
年
半
。
　
　
嬬
二
五
晶
早
内
陸
ア
ジ
ア

の
文
明
に
闘
す
る
新
見
解
（
〕
節
経
濟
的
特
徴
、
二
邸
部
族
的
型
三

権
、
三
節
婦
人
－
血
縁
　
織
婚
、
四
筋
聖
俗
観
念
と
儀
式
、
五

節
軍
事
的
組
‘
織
と
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
六
節
オ
ル
、
ド
）
。
　
　
　
鶴
六
甲
早
・
甲

圓
文
化
史
に
驕
す
る
新
見
解
（
　
節
申
．
臨
軍
事
史
に
闘
す
る
側
面
的

見
解
、
二
節
中
融
制
度
史
に
關
す
ろ
諸
史
料
）
。
　
　
集
七
草
第
三

、
文
化
。
　
　
第
八
出
口
内
陸
ア
ジ
ア
の
部
族
的
文
化
に
画
け
る
多
㎞
篠
性

（
「
．
節
文
化
的
細
別
、
二
節
ヰ
タ
イ
入
の
歴
臭
的
背
景
、
三
節
キ
タ

イ
人
の
そ
の
後
の
面
皮
。
　
　
三
九
掌
中
園
肚
獣
皮
の
基
礎
的
パ
タ

ア
ン
。
　
　
窮
一
〇
出
生
甲
臨
戦
の
就
．
命
螂
制
度
庚
は
い
か
に
訊
岡
か
れ
る
べ

き
か
（
｝
富
田
慨
念
の
搦
山
人
、
二
節
基
太
コ
的
怖
短
日
旧
と
選
糧
　
）
o
　
　
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
○

　
｝
｝
章
協
同
と
協
力
者
。
の
「
｝
章
よ
り
域
っ
て
い
る
。
．

　
さ
て
、
は
じ
め
わ
れ
わ
れ
に
不
・
審
に
息
わ
れ
た
の
は
、
　
こ
れ
ま
で

知
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
傾
、
向
を
も
つ
ウ
イ
ツ
ト
フ
オ
ゲ
ル
氏
が
、
中

押図

v牌

咩
ｯ
皮
の
う
ち
、
な
ぜ
伸
枇
…
服
王
朝
臭
、
　
と
く
に
晒
郡
代
駄
金
目
史
を
ロ
取

初
に
と
り
あ
げ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
そ
あ
っ
た
。

　
著
者
に
よ
る
と
、
申
湧
就
會
の
歴
皮
的
構
造
を
究
明
す
る
に
あ
た

り
、
ま
ず
秦
漢
軸
装
史
－
i
そ
れ
は
帝
置
型
統
一
の
下
に
お
け
る
基

．
十
苧
的
中
…
國
喜
憂
H
の
構
造
申
乞
示
す
“
も
の
”
て
あ
る
が
一
の
研
究
か
ら
…
者

」
干
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
カ
デ
ゴ
リ
イ
に
も
り
き
れ
な
い
時

代
お
よ
び
王
朝
が
存
在
す
る
こ
と
に
き
ず
い
た
結
果
、
　
一
連
の
征
服

王
朝
（
魁
鴇
蜀
ω
鼠
。
ω
o
h
O
o
津
直
ρ
①
。
励
精
）
　
と
い
う
も
の
に
注
意
し
、
秦

漢
時
代
の
研
究
の
型
式
墨
い
的
補
遺
と
し
て
、
征
服
王
朝
を
と
り
あ
げ

そ
の
最
初
の
タ
イ
プ
を
遼
に
求
め
た
の
．
て
あ
る
と
。

　
す
な
わ
ち
ウ
イ
ツ
｝
フ
オ
ゲ
ル
氏
は
嘱
．
秦
以
後
二
千
有
一
年
（
酌
b
⇔
一

　
蜀
．
O
・
～
》
」
）
・
H
り
H
卜
Ω
）
　
に
わ
た
る
中
立
の
一
肌
愈
回
史
を
、
朝
小
代
鵬
単
位

に
十
価
の
主
要
部
分
に
わ
か
ち
、
こ
れ
ら
を
そ
れ
ぞ
れ
五
つ
ず
つ

　
（
1
）
典
型
的
中
．
國
葦
簾
と
（
2
）
征
服
王
朝
的
猷
愈
と
の
二
類
の

基
本
的
カ
デ
ゴ
リ
イ
に
大
別
し
て
い
る
。
　
前
者
に
黙
す
る
も
の
は
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1
、
秦
・
漢
（
ゆ
罫
こ
磯
切
b
・
－
》
●
U
・
博
b
O
O
）
。
2
、
魏
・
晋
・
常
器
（
鳴
b
o
O

一
撃
。
。
同
）
。
4
、
階
・
唐
（
胡
G
Q
］
圏
一
り
O
鴫
）
。
5
、
宋
（
り
O
O
一
日
b
。
｝
．
O
）
。

9
、
明
（
一
。
◎
O
C
◎
l
H
O
膳
駆
）
の
五
時
代
に
し
て
、
後
考
に
…
黙
す
る
も
の

は
、
3
、
．
北
魏
お
よ
び
そ
れ
に
前
後
す
る
五
胡
単
層
と
北
齋
・
北
周

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

（Q◎

?り?

n
・
．
一
陽
○
◎
O
）
。
6
、
遼
、
（
キ
タ
イ
族
㊤
ミ
ー
U
謡
）
。
7
、
金
（
ジ
ユ

ル
チ
ン
族
置
嶺
－
H
魏
W
恥
）
。
元
（
モ
ン
ゴ
ル
族
罵
O
中
一
お
O
G
◎
）
。
1
0
、

清
．
（
マ
ン
シ
ユ
ウ
族
］
O
δ
i
畠
誌
）
の
五
時
代
で
あ
る
。
つ
ま
り
漢

族
の
申
臨
王
朝
と
征
服
王
朝
と
が
、
，
ほ
ぼ
交
互
に
中
國
叫
声
會
を
支
配

し
た
の
が
、
二
千
山
伺
齢
年
に
お
よ
ぶ
巾
・
愈
の
翫
顎
國
　
褒
。
て
あ
る
。
な
か

ノし

熕
`
∴
漢
と
階
・
｛
贋
お
よ
び
遼
・
金
∴
猜
の
五
代
は
、
そ
の
特
殊

な
計
▼
愈
曳
化
的
パ
タ
ア
ン
を
、
も
っ
と
も
明
瞭
に
示
し
、
て
い
る
鐵

で
、
と
く
に
塞
学
的
。
て
あ
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
秦
・
漢
と
階

・
唐
と
は
、
漢
族
的
中
國
就
念
局
の
古
血
ハ
的
型
態
を
、
そ
の
前
期
的
嚢

展
と
後
期
的
獲
展
と
に
お
い
て
代
表
し
て
お
り
、
ま
た
遼
と
金
と
は

征
服
王
朝
型
の
う
ち
で
、
鵡
明
出
湘
は
丈
化
画
一
鋤
抗
出
営
　
（
〇
三
思
O
畦
，
ぱ
嘱
・

出
土
ω
冨
葺
）
、
後
者
は
文
化
的
屈
服
者
（
O
美
嚢
μ
．
①
ξ
餐
ゆ
崖
眞
）

と
し
て
代
表
的
て
あ
り
、
濡
朝
は
爾
者
の
発
呼
箆
（
↓
触
導
ω
三
。
霧
ご

　
　
　
　
　
　
（
2
）
．
，

と
し
．
て
考
え
ら
れ
る
（
緻
払
購
第
夷
轟
早
参
紹
酬
）
。
そ
し
て
中
國
の
征
服

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
紅
毒
む
る
東
洋
更
趨
・
研
究
の
一
動
向
（
田
村
）

王
朝
は
．
い
か
に
か
れ
ら
の
異
民
族
的
・
角
質
的
背
景
が
あ
る
に
し

て
も
、
中
宮
人
大
衆
の
上
に
お
け
る
か
れ
ら
の
主
樺
は
、
か
れ
ら
を

由
∴
國
一
職
・
曾
の
い
か
な
る
歴
炉
（
に
お
い
て
も
肝
要
な
㎞
都
一
分
た
ら
し
・
め
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
征
服
王
朝
は
「
か
な
ら
ず
中
野
砒
愈
史
一
政

払
倒
・
⊥
又
化
・
制
．
変
・
経
山
面
的
關
竪
係
ゆ
《
ふ
～
＼
む
・
一
の
研
究
麗
“
國
に
入

れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
（
冠
鶴
二
章
三
節
）
o

　
そ
れ
で
ぱ
征
服
王
朝
と
申
國
岩
上
と
は
、
ど
の
・
．
仏
う
に
闘
囁
係
づ
け

ら
れ
る
の
・
か
。
こ
の
励
烈
に
つ
い
て
氏
は
、
塾
主
西
洋
の
オ
リ
エ
ン
タ

リ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
ひ
と
し
く
唱
え
ら
れ
た
・
．
伍
う
な
、
申
画
に
侵
入

し
て
建
屈
し
た
異
民
族
王
朝
は
、
い
ず
れ
も
や
が
て
二
塁
に
吸
牧
さ

れ
、
そ
の
政
ム
個
膳
殿
…
も
赴
画
反
回
や
丈
化
も
、
他
の
中
，
國
王
梱
梯
と
総
争
ゆ
ら

ず
、
も
と
の
ま
ま
で
あ
る
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
申
学
芸
化
吸
牧
理
論

（
中
腎
文
化
同
化
論
）
を
駁
し
修
正
し
て
い
る
が
、
そ
の
武
器
と
し

て
か
れ
は
、
近
年
一
九
三
五
年
以
來
、
ア
メ
リ
カ
入
類
墨
者
レ
ツ
ド

ブ
イ
ル
．
ド
（
即
①
侮
馬
冨
一
幽
）
、
　
リ
ン
ト
ン
（
ピ
｛
津
櫛
o
p
）
、
　
ヘ
ル
ス
コ
ヴ

イ
ッ
ッ
（
綴
O
『
ω
謝
O
〈
＃
の
）
ら
諸
氏
の
新
研
究
に
よ
る
＞
O
O
ζ
ぽ
色
白
餌
瓢
○
⇒

（
丈
化
饗
蓉
）
の
セ
オ
リ
イ
を
も
ち
こ
ん
、
て
い
る
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
丈
“
の
攣
遷
に
は
軍
な
る
同
化
（
》
ω
ω
岡
　
昌
一
｝
9
一
即
◎
昌
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
鳳
　
　
、

CSI）



　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
に
診
け
る
東
洋
史
畢
研
究
の
一
動
向
（
田
村
）

や
櫨
一
郭
（
回
）
竃
h
5
の
凶
O
昌
）
の
ほ
か
に
》
O
O
三
酔
O
機
算
置
O
⇔
ハ
丈
化
一
円
容
）

と
名
づ
け
ら
れ
る
理
象
が
あ
り
、
そ
れ
は
〃
個
個
の
集
閣
が
異
質
の

文
化
と
軽
賎
慧
智
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
ち
ら
か
ま
た
は
双
方
の

集
團
の
固
有
の
図
化
横
芝
に
憂
化
を
起
す
と
き
に
み
ら
れ
る
現
象
〃

ぞ
あ
る
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
二
つ
の
勧
．
愈
の
交
化
的
交

渉
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
㏄
特
性
の
受
両
谷
と
、
反
面
そ
の
一
特
性
に
…
封
ず
る

抵
抗
と
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の

交
渉
の
結
果
、
時
と
し
て
そ
こ
に
親
文
化
と
は
異
っ
た
形
の
笛
三
丈

化
が
生
れ
る
。
た
だ
し
錦
三
文
化
が
生
れ
る
た
め
に
は
、
前
提
と
し

て
双
方
の
赴
‘
會
な
い
し
民
族
の
共
生
的
關
係
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
鴨
て
あ
る
（
同
点
二
章
四
節
）
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
カ
ル
れ
ユ
レ
エ
シ
ヨ
ン

　
潜
考
の
ご
と
き
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
い
み
で
の
端
艇
壷
鐙
の
適

例
で
あ
ろ
う
。
遼
瞬
内
ぞ
は
、
支
配
者
と
し
て
の
キ
タ
イ
人
赴
會
と

被
支
配
者
と
し
て
の
書
入
…
耽
・
曾
と
は
、
就
愈
お
よ
び
維
濟
的
に
も
、

行
N
政
お
よ
び
制
渡
的
…
に
も
、
ま
た
撫
単
｛
聯
的
に
も
此
一
生
關
脚
係
を
保
っ
て

い
た
た
め
、
申
國
の
饗
耕
丈
化
と
北
方
の
遊
牧
文
化
と
の
要
素
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
的
男
能
心
に
慰
じ
て
高
騰
し
た
戴
＝
二
丈
化
と
も
い
う
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

べ
き
演
題
象
、
だ
と
え
ば
政
治
組
織
や
軍
專
二
一
腸
、
あ
る
い
は
叙
任

入
二

　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
く
に
キ
ク
イ
文
字

の
形
式
な
ど
に
庸
い
て
濁
特
な
も
の
が
生
れ
、

が
創
繊
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
記
る
し
い
も
の
と
し
て
あ
げ
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
は
決
し
て
、
吸
下
読
に
い
う
よ
う
な
文
化
融
合
．
て
は
な

い
。
差
異
の
制
度
史
を
分
析
し
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
二
つ
の
砒
愈

i
北
方
遊
牧
族
趾
．
愈
と
中
学
．
農
耕
民
就
■
愈
i
が
、
そ
の
個
個
の

恥
仔
・
在
を
つ
づ
け
る
・
か
ぎ
夢
鴨
鶴
附
・
文
化
の
磨
兀
全
融
合
（
完
登
同
化
）
は

の
ぞ
ま
れ
な
い
ぞ
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
唐
二
二
な
皮
化
的
一
二
ム
綴
は
、

冶兀

?識

ﾈ
剛
職
・
曾
的
鋤
…
△
口
が
行
わ
れ
露
な
い
か
ぎ
珍
あ
り
え
な
い
の
。
て
あ
る

（
同
銘
二
章
四
節
）
。

　
射
芸
朝
の
文
化
は
、
　
こ
の
闘
…
の
游
ハ
亡
後
も
、
金
輪
覇
お
よ
び
カ
ラ
・
キ

　
　
　
（
6
）

ク
イ
王
鼠
に
茄
い
て
、
さ
か
ん
な
活
力
を
示
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
の

元
朝
や
清
朝
の
ご
と
き
征
服
王
朝
に
寄
し
、
直
接
間
擾
に
パ
タ
ア
ン

を
提
供
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
金
朝
は
遼
隠
の
政
治
…
上
・
軍
羅
と

の
経
験
を
用
心
深
く
學
び
と
っ
て
、
こ
れ
を
模
倣
し
、
遼
朝
の
分
汲

た
る
ヵ
ラ
・
キ
ク
イ
王
國
は
、
一
華
朝
の
八
房
國
皿
購
組
㎜
識
の
モ
デ
ル
に
な

り
、
融
屡
の
…
族
に
あ
た
る
耶
・
律
素
材
は
、
ジ
ン
ギ
ス
・
ヵ
ン
や
オ
ゴ

グ
イ
・
ヵ
ン
の
最
高
顧
問
と
な
っ
て
、
そ
の
行
数
機
欝
を
立
案
し
て

い
る
。
マ
ン
シ
ユ
ウ
王
朝
（
清
）
は
煽
そ
の
建
干
の
愚
蝉
初
、
遼
融
覇
の

／

（　SL，　）



孕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

樺
－
刀
行
使
の
ヂ
グ
ニ
ッ
ク
を
研
・
究
し
て
い
る
（
第
二
音
｝
二
六
）
σ

　
ま
た
遼
朝
は
、
漢
文
化
の
み
力
に
顧
す
る
こ
と
少
く
、
當
初
か
ら

・
の
部
臨
族
一
的
使
阿
武
議
歪
多
く
俣
　
持
し
て
い
る
（
同
麟
五
章
）
。
す
心
な
，
”
ち

遼
以
鵡
剛
の
一
〇
擬
紀
ま
”
て
の
遊
牧
民
た
る
牛
ヨ
ウ
ド
一
族
や
ト
ル
既
族

な
ど
に
關
す
る
車
困
塾
側
の
曳
料
は
、
か
な
り
詳
し
い
が
、
し
か
し
そ

れ
は
、
か
れ
ら
の
赴
會
構
成
や
風
俗
や
習
慣
に
　
關
す
る
も
の
よ
り
．

も
、
む
し
ろ
政
治
や
軍
事
關
係
の
記
録
ぞ
あ
る
。
し
か
る
に
遼
実
に

な
る
と
、
元
朝
以
前
に
お
け
る
内
陸
ア
ジ
ア
の
部
族
生
活
ー
キ
タ

ノ
ゑ
族
お
よ
び
こ
れ
に
携
・
じ
る
底
部
加
族
計
閏
圃
黒
目
の
部
晶
蝦
藻
維
、
濟
や
部
族
行

政
組
織
な
ど
一
1
に
闘
…
し
、
明
確
な
・
更
衡
や
史
料
が
包
藏
さ
れ
て
い

る
。

「
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
遼
を
は
じ
め
と
す
る
、
そ
の
後
の
金
・

元
・
清
の
征
服
王
朝
の
下
で
は
、
中
國
文
化
の
影
響
は
大
い
に
弱
め

ら
れ
、
時
と
し
て
は
弾
力
な
反
封
傾
向
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
が
、
こ
の
反
醤
傾
向
は
．
つ
ま
り
征
…
服
と
支
配
と
に
根
ざ

す
も
の
で
あ
る
。
征
服
の
欺
態
と
政
治
的
分
離
と
が
存
す
る
か
ぎ

り
、
漢
人
は
か
れ
ら
の
征
服
者
を
文
化
賄
に
吸
牧
し
た
こ
と
が
、
か

　
つ
て
あ
っ
た
浸
ろ
う
か
。
征
服
は
文
化
財
移
を
し
げ
き
し
た
だ
け
で

　
　
　
　
　
ア
メ
リ
ガ
に
診
け
る
東
洋
史
畢
研
究
の
醐
動
向
（
爾
村
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

な
く
．
あ
る
重
要
な
面
、
て
は
、
そ
れ
を
還
ら
し
挫
折
さ
せ
さ
え
も
し

た
。
四
大
征
服
王
朝
に
お
け
る
漢
丈
化
要
素
の
搬
取
は
．
つ
ね
に
選

揮
的
で
あ
．
つ
た
。
し
た
が
っ
て
、
か
れ
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
文
化

脳棚

繧
ﾌ
…
遣
程
は
、
霧
蔚
矩
で
あ
り
、
」
相
互
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
　
「
口

に
征
服
王
朝
と
い
っ
て
も
、
純
牧
畜
就
曾
を
構
．
凧
し
て
い
る
遼
朝
お

よ
び
元
朝
は
．
制
恨
さ
れ
た
丈
化
憂
容
．
す
な
わ
ち
文
化
的
抵
抗
型

に
属
し
、
山
伺
畜
曲
凝
耕
…
砒
會
を
構
犠
寒
し
て
い
た
監
置
は
．
よ
ぴ
大
き
い

丈
化
憂
容
、
す
な
わ
ち
文
化
的
屈
服
者
型
に
私
す
。
そ
し
て
金
朝
よ

り
は
や
や
複
雑
し
た
農
耕
説
魯
の
段
階
に
あ
っ
た
マ
ン
シ
ウ
人
の
溝

朝
は
、
爾
者
の
中
聞
型
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
こ
の
三

類
型
の
ほ
か
に
、
い
ま
一
つ
．
時
代
的
に
遼
朝
に
先
行
す
る
四
五
世
紀

の
蒲
7
非
燕
・
、
秦
な
ど
の
五
胡
…
時
代
の
諸
王
加
靭
お
よ
び
北
獺
郷
の
よ
う
な

異
材
”
族
王
凱
脚
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
が
れ
ら
の
上
甲
闘
　
へ
の
　
侵
入
が
牟
ぱ

千
荊
的
で
あ
り
．
、
か
つ
樺
・
刀
へ
の
一
碧
近
の
仕
方
が
、
や
や
里
ハ
っ
て
い

る
と
い
う
勲
で
、
潜
入
王
朝
と
よ
ば
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
」

懸
遼
以
下
の
征
服
王
朝
と
優
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
（
同
窮
九
章
）
。

以
上
が
だ
酬
た
挙
、

ム

ウ

イ

ツ

“

フ

オ

ル

ゲ

ル

氏
の

征
服
王
朝

理
論

（83），
「



　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
東
洋
史
學
研
究
の
一
動
向
（
霞
村
）

。
て
あ
る
が
、
要
す
る
に
げ
代
の
詮
は
、
・
甲
閣
趾
禽
事
象
を
賊
ハ
魏
的
雨
漏
閣
「
搬

愈
と
征
服
王
朝
的
靴
・
曾
と
の
二
つ
の
基
本
的
ヵ
デ
ゴ
リ
イ
に
類
別

し
、
臨
鍛
者
の
婬
批
服
王
朝
に
瓢
遡
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
人
類
罵
言
な
の
提
慮
翻

す
、
る
＞
0
9
二
；
同
葺
凶
○
⇒
（
丈
化
楓
礎
容
）
の
瑳
論
…
を
土
用
し
て
、
そ
の
噌
職

重
厚
文
化
的
、
諸
津
々
を
分
析
し
囁
た
給
黒
、
歓
米
に
み
る
よ
う
な
素
朴

敵
［
，
吸
牧
同
化
理
論
」
が
不
要
常
で
あ
る
こ
と
を
諭
明
し
、
中
國
征
服

王
朝
の
典
型
と
し
て
癒
朝
を
と
り
あ
げ
た
の
、
て
あ
み
。
さ
ら
に
こ
の

澄
朝
を
慕
準
と
し
て
．
そ
の
後
の
金
・
元
・
溝
の
諸
王
朝
を
考
察

し
・
そ
れ
ぞ
れ
の
鵡
．
侮
婆
．
審
の
変
健
腱
宣
．
文
化
抵
抗
型
麦

黒
蟻
服
型
・
中
間
型
の
三
類
型
に
分
つ
た
。
そ
し
て
ま
た
遼
嘲
に
先

か
π
す
る
類
似
の
異
｛
民
族
王
朝
た
る
北
島
魏
お
よ
び
趙
・
就
…
・
秦
な
ど
の

五
帽
朗
諸
王
細
覇
は
、
こ
れ
を
潜
入
王
朝
と
名
づ
け
て
、
　
」
雁
…
遼
以
下
の

征
服
王
朝
と
匪
別
し
て
い
る
。

　
し
か
し
こ
れ
は
要
す
る
に
、
中
　
國
讃
八
介
を
主
と
し
て
支
配
櫻
力

者
の
…
側
に
立
場
を
お
い
て
考
察
し
允
も
の
．
て
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ

の
碑
分
も
．
王
朝
を
基
準
と
し
て
そ
れ
を
さ
ら
に
洩
民
族
王
朝
治
…
下

の
中
．
勢
望
魯
と
、
異
民
族
主
と
し
て
北
方
民
族
王
朝
治
下
の
謎
會
と

の
二
類
型
に
大
別
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
欺
分
け
方
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
門

果
し
て
氏
の
め
ざ
す
中
騙
就
．
會
の
歴
乱
更
建
長
農
が
．
申
兀
分
に
把
握
し

え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
つ
ぎ
に
問
題
を
征
服
王
朝
に
か
ぎ
っ
て
雪
っ
て
み
る
と
、
た
と
え

ば
、
漢
丈
化
．
蕊
よ
び
そ
の
政
治
的
磯
愈
的
賞
誉
に
お
け
る
遼
と
元
と

の
類
似
性
が
、
い
た
る
と
こ
に
彊
調
…
さ
れ
て
い
る
が
、
遼
朝
は
キ
タ

イ
人
と
漢
人
と
に
よ
る
二
元
性
で
あ
る
の
に
漏
し
．
牙
旗
は
二
、
ン
ゴ

ル
人
と
色
目
人
（
申
央
ア
ジ
ア
人
お
よ
び
西
方
ア
ジ
ア
入
の
総
軍
）

お
よ
び
キ
タ
イ
入
・
ヂ
ユ
ル
チ
ン
人
な
ど
に
よ
る
多
元
性
に
し
て
、

漢
人
は
ほ
と
ん
ど
互
譲
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
丈
化
上
や
肚

會
上
に
お
け
る
漢
人
と
の
共
生
闘
係
と
い
う
黙
．
て
は
、
相
違
す
る
こ

と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
ま
光
征
服
王
朝
と
潜
入
王
朝
と
の
差
別
は
、
た
だ
申
國
へ
の
侵
入

の
仕
方
や
…
罹
力
へ
の
接
近
の
仕
方
に
存
す
る
の
み
な
の
ぞ
あ
ろ
う
か

こ
の
尊
い
ま
少
し
詳
し
い
説
明
が
の
ぞ
ま
し
い
。
ま
た
遼
國
の
役
割

が
、
し
き
り
に
轟
く
主
張
さ
れ
て
い
る
が
、
制
度
や
軍
事
組
織
に
お

け
る
二
元
性
は
、
そ
の
麗
型
が
す
ノ
し
に
北
魏
や
ボ
ヨ
ウ
部
の
前
燕
王

國
に
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
悔
、
ア
メ
リ
カ
人
類
學
者
の
ア
カ
ル
チ
ユ
レ
ェ
ツ
ヨ
ン
の
理
論

（sg）



を
中
立
征
服
王
朝
に
運
用
し
て
．
そ
の
就
・
笹
塚
文
化
的
現
象
を
考
察

し
た
黙
．
は
多
く
の
示
唆
を
凱
ハ
え
て
い
る
と
思
う
が
、
も
っ
と
つ
っ
こ

ん
だ
考
察
、
た
と
え
ば
中
國
征
服
王
朝
に
共
通
す
る
基
本
的
性
格
は

何
で
あ
る
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
考
え
て
み
る
要
は
な
い
で
あ
ろ

う
か
。
こ
の
乙
と
を
さ
ら
に
六
三
的
に
い
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
性
格

の
一
つ
と
ル
て
、
征
服
王
朝
は
牧
畜
．
農
耕
の
爾
耽
愈
を
包
含
し
、

前
者
、
が
酬
後
者
に
…
逸
し
て
政
治
的
軍
事
的
に
優
位
を
保
つ
こ
と
つ
な
ど

が
と
り
あ
げ
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
の
優
位
性
は
、
武

力
に
う
ら
づ
け
ら
れ
た
政
治
的
組
織
力
ぞ
あ
る
が
、
そ
の
武
・
刀
を
培

養
し
育
成
ず
る
の
は
、
牧
畜
生
活
羅
制
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
申

原
の
征
眼
王
朝
と
な
る
こ
と
は
、
牧
畜
生
活
器
…
制
の
放
棄
な
い
し

は
、
そ
の
持
綾
に
大
き
な
制
限
を
興
え
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

そ
う
な
っ
て
く
る
と
、
が
れ
ら
の
武
・
力
は
宙
に
浮
き
、
そ
の
政
澄
的

組
藩
識
・
刀
も
溺
醇
化
す
る
。
　
一
方
晶
当
山
又
配
層
の
漢
族
は
、
煎
汁
…
菜
生
｛
塵
に

も
と
簡
す
く
既
臨
か
に
し
て
強
鞍
な
総
潜
・
刀
を
、
有
し
、
か
つ
入
口
の
多
い

こ
と
壷
な
ど
の
た
め
、
一
一
に
征
鴎
讐
氏
族
の
政
治
晶
剛
組
僻
繊
・
刀
が
打
ち
負
か

さ
れ
、
征
服
王
朝
の
瓦
解
川
と
な
る
が
、
こ
こ
に
か
れ
ら
の
｛
個
命
が
あ

る
と
い
え
よ
う
や

　
　
　
デ
メ
リ
カ
τ
募
け
る
策
洋
災
攣
研
究
e
一
動
晦
．
（
田
村
）

　
こ
の
よ
う
な
農
耕
∵
牧
畜
爾
就
會
を
包
含
す
る
と
い
う
性
絡
ぽ
か

れ
ら
が
征
股
王
朝
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
生
じ
る
の
で
は
決

し
て
な
い
。
そ
れ
は
、
征
服
王
朝
と
し
て
本
然
に
呉
有
す
る
靭
本
的

性
格
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
奉
昂
質
．
を
財
主
し
て
い
る
も
の
こ
そ
、
征

鴫
…
王
翻
朝
た
り
う
る
の
．
て
あ
る
。
つ
ま
り
軒
灯
警
氏
族
は
｝
ど
の
剛
氏
〃
族
．
て

竜
武
力
に
暴
評
て
た
も
の
億
、
皆
征
服
王
朝
た
り
ケ
る
と
い
う
も
の
。
て

は
な
い
。
如
上
の
基
本
的
性
格
を
素
質
と
し
て
．
多
か
れ
少
か
れ
有

し
て
い
る
上
に
、
申
國
へ
侵
入
す
べ
き
他
の
諸
條
件
一
た
と
え
ば

中
國
側
に
政
治
繭
，
耐
忍
的
脚
韻
が
生
じ
る
と
い
う
よ
う
な
情
勢
1

が
備
わ
っ
た
．
時
に
、
は
じ
め
て
征
服
王
朝
た
り
う
る
も
の
ぞ
あ
る
と

思
う
。

　
歴
・
災
ト
一
、
申
一
國
の
征
…
服
王
朝
と
な
っ
た
北
　
魏
・
遼
・
金
・
元
こ
構

な
ど
の
諸
王
朝
を
み
て
も
、
か
れ
ら
は
決
し
て
純
糠
な
遊
牧
騎
馬
民

族
ぞ
は
な
い
。
地
域
的
に
も
モ
ン
ゴ
ル
高
原
と
い
う
よ
り
も
、
シ
ラ

・
ム
レ
ン
流
域
か
訓
導
硝
化
江
“
糀
域
・
か
、
長
坊
…
地
畑
響
に
占
櫨
す
’
る
牧
噸
歯
｛
疋

著
な
い
し
は
有
畜
農
耕
の
部
族
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
部
族
國
家
を
形

成
し
、
さ
ら
に
よ
り
大
き
く
膨
脹
す
る
た
め
に
は
、
か
れ
ら
は
申
國

に
侵
入
す
る
以
外
に
途
は
な
い
。
た
だ
し
こ
う
鷺
う
と
、
元
朝
は
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五

（sう）



　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
に
蓄
け
る
東
洋
史
凝
研
究
の
｝
動
陶
（
醸
村
）

外
ぞ
は
な
い
か
と
反
問
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
元
朝
す
な
わ
ち

フ
ビ
ラ
イ
。
カ
ン
囲
は
．
そ
の
瀧
」
愈
的
な
い
し
國
蒙
的
性
格
よ
り
み

て
、
決
し
て
ヂ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
帝
、
國
の
正
統
を
う

け
た
も
の
ぞ
は
な
い
。
そ
の
正
統
を
つ
ぐ
も
の
は
、
む
し
ろ
ア
リ
ク

ブ
カ
か
、
ハ
イ
ヅ
（
海
都
）
の
汗
属
望
ぞ
あ
ろ
う
。
世
磁
フ
ビ
ラ
イ
が

上
都
．
開
不
府
に
即
位
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
元
朝
は
．
》
、
の

時
す
で
に
長
城
地
帯
お
よ
び
北
支
の
…
部
を
領
有
す
る
牧
畜
畏
耕
杜

會
の
性
絡
を
具
備
し
た
國
家
ぞ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
つ
ぎ
に
．
烏
頭
に
か
か
げ
た
ウ
イ
ッ
ト
フ
オ
ゲ
ル
氏
の
論
文

の
う
ち
、
（
3
）
は
遼
朝
に
お
け
る
公
職
と
漢
入
の
試
験
制
度
。

（
4
）
は
同
じ
く
遼
朝
治
下
の
宗
激
に
驕
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
と

も
に
支
配
者
と
し
て
の
キ
ク
イ
族
と
、
被
支
配
者
の
漢
民
族
と
の
制

慶
へ
的
共
生
、
複
難
な
就
・
曾
交
化
困
乏
鰯
の
下
に
輝
い
て
生
じ
た
、
い

わ
ゆ
る
鋳
三
文
化
の
例
誼
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
モ
ノ
グ
ラ
フ
ぞ
あ

る
。
す
な
わ
ち
前
者
は
、
遼
代
の
官
吏
詮
衡
法
を
、
主
と
し
て
キ
タ

イ
入
に
鴇
遡
M
用
さ
れ
る
世
㎝
選
の
法
－
縣
口
定
の
7
族
に
代
力
｛
定
の
官

職
位
階
を
與
え
る
こ
と
一
と
、
漢
人
に
用
い
ら
れ
る
科
建
制
お
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
六

び
瞬
制
i
…
父
羅
の
勲
功
に
よ
り
、
無
試
験
ぞ
官
職
に
つ
．
き
う
る
制

一
と
に
分
け
て
論
じ
、
そ
れ
が
遼
の
政
治
組
識
の
二
元
制
に
斜
懸

じ
る
も
の
ぞ
あ
る
こ
と
を
指
…
重
し
て
い
る
。
と
く
に
麿
制
が
遼
に
お

い
て
盛
行
し
た
こ
と
を
大
き
く
と
り
あ
げ
て
．
、
こ
れ
は
こ
の
制
度

が
、
北
族
的
世
襲
制
と
あ
る
程
度
の
無
難
を
み
た
た
め
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
そ
の
制
は
、
遼
以
後
の
す
べ
て
の
征
服
王
朝
に
お
い
て

も
、
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。

　
傍
…
者
は
、
鵜
幽
南
学
氏
と
の
誤
認
潜
で
あ
る
が
、
鵡
剛
記
の
現
象
を
、
遮

代
に
お
け
る
宗
教
の
面
に
と
ら
え
ん
と
し
た
も
の
ぞ
、
主
と
し
て
キ

ク
イ
入
の
傅
統
的
信
仰
た
る
シ
ヤ
．
叩
、
ニ
ズ
ム
と
遼
代
の
佛
教
と
を
と

り
あ
げ
、
お
の
お
の
の
計
蕎
撹
的
地
「
位
や
経
濟
」
二
恩
な
ど
に
つ
い
て
論

寵
し
て
い
る
。
そ
し
て
附
随
的
に
、
常
時
遼
．
國
内
に
行
わ
れ
た
そ
れ

以
外
の
小
宗
教
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ム
教
・
マ
ニ
教
・
、
矛
ス
ト
リ
ゥ
ス

派
∵
T
リ
ス
ト
…
敦
（
景
毅
）
に
つ
い
て
も
「
冨
及
し
て
い
る
。
　
，

　
以
上
、
噛
玉
代
就
・
曾
・
災
の
輩
環
膏
な
ら
び
に
、
そ
れ
に
閣
…
す
る
諸
弧
醐
丈

．
を
　
一
翻
謂
W
レ
て
、
　
・
ゆ
れ
わ
れ
蹴
ほ
ψ
C
き
に
滅
爾
じ
た
下
男
り
ゆ
な
堂
上
．
は
紺
兄
山
山
す

に
せ
よ
、
ウ
イ
ッ
ト
フ
オ
ゲ
ル
氏
の
申
國
・
災
に
關
す
る
深
い
謄
駈
と

研
究
的
ス
グ
エ
ル
の
大
き
さ
、
お
よ
び
祠
利
…
重
し
う
る
あ
ら
ゆ
る
研
究

（86）



者
を
動
員
し
た
ア
メ
リ
カ
的
互
密
な
組
織
に
驚
く
し
だ
い
で
あ
る
。

木
書
の
出
刊
に
よ
つ
て
、
い
ま
ま
で
こ
の
方
颪
の
研
究
と
し
て
は
、

ほ
と
ん
ど
無
に
等
し
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
東
洋
學
界
が
、
一
一
に
し
て

蝋尚

｢
水
準
に
～
達
し
た
こ
と
は
、
禽
甲
問
研
究
の
分
野
，
に
お
い
て
も
、
ア

メ
リ
カ
的
エ
ネ
ル
ギ
イ
が
成
果
を
獲
窪
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
惑
じ
さ

せ
ら
れ
る
。
し
．
か
し
ま
た
、
今
日
ま
ぞ
の
と
こ
ろ
、
征
服
王
朝
に
し

て
も
北
方
民
族
に
間
し
て
も
、
わ
が
國
で
は
明
治
高
島
幾
多
の
研
究

劇
瑚
に
よ
つ
て
、
剛
同
雄
守
ま
た
は
よ
り
以
上
の
所
菰
珊
が
政
治
・
計
凹
倉
同
・
経

濟
・
曇
ロ
菰
胆
・
考
山
白
墨
・
な
ど
の
各
分
野
つ
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
展
關
…
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
心
彊
い
か
ぎ
り
ぞ
あ
る
。
た
だ
わ
れ
わ
れ
と
し
て

は
、
、
先
言
の
努
・
刀
研
鑓
に
よ
っ
て
…
染
き
上
げ
ら
れ
た
水
準
を
、
今
後

い
が
に
維
持
し
、
い
か
よ
う
に
止
揚
し
て
い
く
べ
き
か
を
考
え
る
と

き
、
そ
の
責
務
の
軍
火
さ
を
痛
感
す
る
し
だ
い
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
四
九
・
一
〇
・
二
〇
）

【
註
】

（
1
）
　
こ
の
糖
論
の
部
分
は
、
今
夏
七
八
月
の
休
配
中
を
利
用
し
て
、
京
大

・
東
洋
史
研
究
室
お
よ
び
人
丈
勧
説
研
究
所
の
有
志
の
方
た
ち
と
と
も
に
輪

　
魅
し
た
。

ア
メ
リ
カ
に
診
け
る
東
洋
吏
學
研
究
の
一
動
向
（
薦
村
）

（
2
）
　
ウ
イ
ソ
ト
フ
｛
ゲ
ル
氏
が
再
調
中
國
祉
馬
事
に
つ
づ
い
て
箸
手
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
秦
漢
耽
曾
史
は
、
最
近
出
刊
さ
れ
た
と
偉
え
ら
れ
て
い
る
。

（
3
）
　
蓬
の
政
治
二
三
は
、
キ
ダ
イ
人
駆
よ
び
こ
れ
に
準
じ
る
北
方
遊
牧
部

　
族
に
註
す
る
も
の
と
、
農
繋
定
署
の
図
入
に
關
す
る
も
の
と
の
二
元
的
組

　
畿
を
具
え
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
漆
閏
為
右

　
吉
博
士
「
遼
の
剃
度
の
二
重
膿
系
」
　
（
満
鮮
地
理
懸
腕
研
究
報
告
第
五
所

　
牧
）
に
響
論
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
逡
の
軍
事
組
織
に
つ
い
て
は
、
松
井
等

　
氏
「
契
丹
の
國
軍
編
戒
及
び
磯
街
」
　
（
間
上
書
第
四
所
牧
）
を
套
照
さ
れ

　
た
い
。

（
4
）
　
叙
任
の
形
、
弐
と
し
て
は
、
キ
タ
イ
人
に
は
世
撰
の
法
、
海
人
に
は
科

　
暴
溜
と
麿
制
と
が
適
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
闇
し
て
は
本
丈
に
紹
介

　
し
た
フ
ィ
ッ
ト
フ
ナ
ゲ
ル
氏
の
　
℃
三
）
ぼ
o
O
詮
ざ
甲
ぎ
夢
。
ピ
ご
。

　
d
ヨ
器
な
碧
鳥
号
。
Ω
旨
乞
ω
o
国
呂
p
ヨ
ぎ
ρ
漏
Q
口
Q
D
い
・
o
、
h
o
碁
（
疫
朝
の
公

　
職
と
漠
人
の
試
験
七
度
）
な
る
論
丈
に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
う
）
　
キ
タ
イ
丈
字
は
、
逡
史
に
よ
れ
ば
初
め
太
羅
の
棘
研
五
年
（
O
挿
¢
）
に

　
製
作
さ
れ
た
が
、
こ
の
最
初
の
も
の
は
、
は
た
し
て
ど
ん
な
形
の
も
の
で

　
あ
っ
た
か
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
O
の
ち
に
三
二
は
、
こ
れ
が
あ
ま

　
り
に
複
難
で
便
用
上
不
便
を
感
じ
た
の
で
、
皇
子
迭
刺
に
命
じ
ウ
イ
グ
ル

　
入
に
つ
い
、
て
そ
の
雷
…
譜
を
攣
ば
し
め
、
ウ
イ
グ
ル
語
の
プ
リ
ン
シ
プ
ル
に

　
な
ら
っ
て
新
丈
字
を
剃
定
せ
し
め
た
。
さ
き
の
も
の
を
㌣
タ
イ
大
字
、
の

　
ち
の
も
の
を
キ
タ
イ
小
宇
と
い
う
。
小
字
は
賄
い
、
A
フ
日
鐵
千
掌
嚢
見
さ

　
れ
て
い
る
た
あ
、
い
ま
だ
解
譲
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
そ
の
常
形
や
文
字

　
の
構
成
法
は
、
ほ
ぼ
知
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
Q
す
な
わ
ち
竿
彫
は
、
澄
浴
㍗

入
七
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ア
メ
リ
カ
に
診
け
る
東
洋
史
攣
研
究
の
一
助
向
へ
爾
n
村
）

　
に
模
し
た
一
定
敷
の
照
字
を
二
個
な
い
し
撒
個
合
成
一
二
個
の
時
は
上

　
下
へ
、
三
個
の
時
は
右
よ
り
左
、
つ
ぎ
に
下
へ
、
四
個
以
上
の
時
は
右
よ

　
り
君
γ
へ
、
つ
い
で
左
よ
り
左
下
へ
一
・
し
て
一
語
と
な
し
た
よ
う
で
あ

　
る
。
わ
そ
ら
く
字
形
は
漢
宇
に
な
ら
い
、
そ
の
合
歳
法
は
ウ
イ
グ
ル
語
の

　
原
理
を
膝
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
6
）
　
カ
ラ
・
キ
タ
イ
Ω
臨
遼
）
王
入
は
、
癒
國
の
浅
亡
に
あ
た
り
、
一
一

　
二
四
年
そ
の
一
思
．
の
耶
律
大
石
が
部
下
を
牽
い
て
茜
走
し
、
途
中
諸
部
族

　
を
唾
服
し
て
、
一
一
三
二
年
0
7
叫
臨
（
垂
）
河
の
ほ
と
り
切
。
す
雛
α
q
・
巳

　
（
虎
照
脱
硫
耳
乃
㍑
）
を
中
心
に
轍
嬬
て
（
1
1
大
鰯
で
ψ
の
っ
て
、
シ
ナ
・
ト
ル
占
，
ス

　
タ
ソ
お
よ
び
ソ
濠
重
圧
ト
ん
キ
ス
タ
ソ
か
「
ふ
く
む
牛
央
ア
ジ
ア
一
軸
償
を
傾
｛
値

　
し
た
。
こ
の
画
は
そ
の
後
約
八
○
年
闇
つ
づ
い
た
の
謝
＝
二
」
年
ジ
ソ

　
キ
ス
汗
に
よ
っ
て
濡
ぼ
さ
れ
た
。
溝
隠
で
は
こ
れ
を
西
之
國
と
よ
ん
で
い

　
る
。

（
7
）
　
ウ
イ
、
ト
フ
，
ゲ
ル
氏
は
総
論
第
三
章
に
お
い
て
も
、
つ
ぎ
の
よ
う

　
に
い
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
金
朝
を
建
國
し
た
ヂ
ユ
ル
チ
ソ
（
女
眞
）
族

　
は
、
ゆ
國
の
北
部
を
支
配
し
た
の
ち
、
か
れ
ら
の
種
族
的
議
決
や
慣
慣
．
を

　
す
て
て
、
鰻
査
．
よ
り
も
蝦
著
に
漠
丈
化
へ
同
化
し
た
が
、
し
か
し
そ
の
教

　
治
上
・
軍
事
上
の
嵐
纏
は
手
離
さ
す
、
ま
た
か
れ
ら
固
有
の
言
語
や
丈
字

　
も
存
帯
し
カ
。

　
　
元
朝
は
海
民
蕨
を
少
し
も
儒
頼
せ
す
、
す
べ
て
の
擢
威
を
外
團
人
に
⑲

　
だ
ね
、
中
國
を
モ
ン
ゴ
ル
入
、
ウ
イ
グ
ル
人
、
ア
ラ
ブ
人
そ
の
他
の
誰
莫

　
篤
族
に
よ
っ
て
支
配
し
搾
取
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
最
後
ま
で
も
っ
て
い

　
た
。
公
丈
書
は
つ
ね
に
モ
ン
ゴ
ル
語
と
漠
語
と
で
欝
か
れ
、
と
き
に
は
布

入
入

告
が
他
の
数
積
の
ア
ジ
ア
語
で
同
時
に
な
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
こ

れ
は
漢
民
旋
に
勤
す
る
必
要
よ
b
も
、
直
入
官
吏
の
二
丁
に
癒
じ
る
措
置

で
あ
っ
た
。
ま
た
か
た
ら
は
中
畷
の
磁
化
的
特
色
に
封
し
て
も
、
あ
ま
り

醐
心
を
彿
わ
な
か
っ
た
し
、
論
人
累
算
と
は
分
離
し
て
住
し
、
難
婚
も
し

な
か
っ
た
。

　
清
朝
を
建
て
た
マ
ソ
シ
ゥ
人
は
金
諾
に
も
っ
と
も
近
く
、
中
阪
征
服
前

大
い
に
漢
薫
化
を
と
り
入
れ
て
、
よ
り
進
ん
だ
農
耕
文
化
や
中
國
的
諸
親

念
を
身
に
つ
け
た
が
、
征
服
後
は
、
溝
二
化
に
容
易
に
融
合
し
な
か
っ

た
。
か
れ
ら
は
中
等
を
征
服
す
る
と
、
そ
の
勢
力
を
経
済
酌
祀
倉
酌
特
継

を
保
持
す
る
た
め
に
必
要
な
多
く
の
二
二
を
と
っ
た
。
　
そ
の
政
治
組
織

は
、
蓑
山
上
癖
汝
併
用
で
あ
る
が
、
實
質
上
主
導
性
は
マ
ソ
シ
ウ
人
の
手

に
に
ぎ
ら
れ
、
こ
の
政
治
的
蕪
別
は
同
時
に
学
堂
酌
差
別
と
な
り
、
最
後

ま
で
つ
づ
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
繭
者
の
結
婚
は
蕨
重
に
禁
止
さ
れ
一
・
た

だ
し
マ
ソ
シ
ウ
族
入
は
一
搬
漢
入
の
女
と
繕
婚
す
る
こ
と
が
で
き
た
が

一
－
一
服
装
も
、
と
く
に
マ
ソ
シ
ウ
婦
人
は
湊
人
嫌
・
人
と
は
全
く
異
る
固
有

の
服
装
を
し
て
い
た
。
時
と
し
て
塩
化
的
統
一
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
べ

ん
髪
や
衣
服
の
例
に
み
る
よ
う
に
、
多
く
玉
人
の
ぎ
せ
い
に
お
い
て
な
さ

れ
て
い
る
。
漢
人
官
吏
は
畢
和
と
野
津
の
償
櫃
を
強
調
す
る
の
に
封
し
、

マ
ン
シ
ウ
人
は
軍
窺
的
恢
値
こ
そ
、
か
れ
ら
の
國
民
的
帝
國
的
編
祉
の
根

本
で
あ
る
と
主
張
し
た
（
第
三
章
）
o

（JS）


